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下大和田・小山町谷津田だより －2022 年 ８月号 No.246 号－ 

【活 動 報 告】 
＜下大和田での活動＞ 写真：田中正彦 

第 270 回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い 2022 年 ７月 ３日（日）晴のち曇 報告：田中正彦 
７月の観察会、例年ならば梅雨真っ盛り。昨年は雨の中、参加者５人で行いまし

た。カタツムリやカエル観察の好機ですが、今年は６月 27 日に関東地方の梅雨開け

宣言がなされました。人間にとっても生きものにとっても水不足が心配されます。

今回は 20 日以上も早く夏本番を迎えた谷津を、7 月 10 日に予定されている研修会

のコース決めを意識しながら散策しました。 

谷津の下流部を、ごみ拾いをしながらクリの大木まで観察、ナツアカネやハグロ

トンボが飛び交い、ヌマトラノオがひっそりと白い花を付けていました。その後花

澤さん田んぼからＹＰＰ田んぼ、マイ田んぼを歩き、ショウジョウトンボやサンシ

ョウモなどを観察しました。観察会は 11：30 に終了し、その後研修会の打ち合わせをしました。 

参加者１０名（大人８名、専門学校生１名、小学生１名） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
イオン社員研修会 2022 年７月１０日（日） くもりのち晴          報告：平沼勝男 

イオン環境財団主催のイオン社員研修会を下大和田の谷津田に招いて行いまし

た。内容は自然観察と外来生物の駆除の実態説明、そして森の手入れです。参加者

はイオン研修会２２名（イオン社員様を中心に、男女混み、かつ幅広い年齢層、外

国籍の方２名含む）、そして我々のスタッフは１３名でした。 
スタッフの紹介に始まり、アクティビティー「お誕生日、いつ？」で参加者を３

つに組み分けをして観察会をスタート。森の中や田んぼを巡りました。途中アライ

グマやウシガエルの罠を見てもらいました。 
休憩をはさみ、スタッフの手でとられた水棲生物の紹介とその説明、さらにウシガエルの罠にかかったウシガエ

ルも実物を見て頂き、その説明をしました。その後は剪定ばさみを手にして、森の中の遊歩道の整備をしました。 
この日の天気は、時より雨がちらつく事もありましたが、日が差し込むと途端に熱くなる複雑な天気でした。し

かし森の手入れは涼しくて快適でした。研修会に参加された方々はみな熱心でした。楽しんで貰えたようす。 
参加者 ３５名（大人３４名、専門学校生１名） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
森と水辺の手入れ 2022 年 ７月１７日（日） くもり時々雨         報告：平沼勝男 
７月２３日に開催の夏休みお楽しみ企画「川遊びの会」に先だち、下大和田谷津田の中央を流れる川の手入れ、

畦とこもれび広場の草刈りをしました。それと小屋の片付けです。不要なものをゴミ袋に詰め、それ以外を整頓。

時より雨がちらつき、湿度の高い日でした。        参加者８名（大人５名，小学生２名,幼児１名） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
お楽しみ会 2022 年 ７月２３日（土） 晴れ                        報告：平沼勝男 

夏休みに入って最初の週末に川遊びの会を催しました。コロナ禍以前は、

毎年都川で行っていましたが、今年は変則的に我々のホームグラウンドで

ある千葉市緑区下大和田の谷津田で行いました。 

参加者を二つのグループに分けました。最初に川に入って魚とりをして、

休憩の後にザリガニ釣りをするグループ。もう一方のグループはその反対

になります。谷津田を流れる川は、ほとんどが湧き水の為、夏でも水温が

低く入るととても気持ちが良いです。この日とれた魚やザリガニ、クサガ

メの説明。そして最後に、この日とれたザリガニを塩ゆでにして、皆で食

べました。                     参加者４４名（大人２８名，小学生１３名,幼児３名） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

土気公民館「谷津田で川遊び」 2022 年 ７月３０日（土） 晴れ       
報告：田中正彦 

土気公民館の講座「谷津田で川遊び」を、ちば環境情報センターの指導

により下大和田谷津田で実施しました。２グループに分かれて最初森の中

を散策しました。その後、ザリガニ釣りと川に入って魚採りを行いました。

参加した子どもたちは、草笛を吹いたりザリガニに触ったり大喜びでした。 

最後に生きものの解説をして 12 時に終了しました。 



＜小山町での活動＞ 報告：たんぽぽ 

☆第 206 回 小山町ＹＰＰ「畦と水路の整備」 
７月 16 日、小山町ＹＰＰ「畦と水路の整備」の予定でしたが、午前中雨天のため、全体での作業を中止し、

有志により作業が行われました。また、翌 18 日には有志による山の整備を行ない、アオキ等の低木を伐採す

るとともに、おだに用いる成熟した竹を切り出しました。昨季までおだに用いて来た竹の内、古かったり破損

したものを選別し、８月 22 日に予定している小学校田んぼの案山子づくり用部材を 10 組つくりました。 

 (参加 各日大人２名) 

☆令和４年度期 大椎小学校田んぼ草取り作業 2022 年 7 月 8 日（金） 
７月８日、大椎小５，６年生による大椎小田んぼの草取り作業が行われました。児童に加え、多くの保護者

の方々が参加され、大変丁寧でパワフルなご活躍に、田んぼ周囲までとても綺麗に除草されました。なお、７

月13日はあすみ小学校の草取り作業の予定でしたが、児童にCOVID-19罹患者が出た影響で中止になりました。 
 

【谷津田・季節のたより】 

＜下大和田町＞ 報告：田村光範 

７月 月初 今年は記録的に早い梅雨明けから猛暑日が続き、遅れていた稲の成長が一気に進みました。 

田んぼの中の雑草も大量に発芽してしまい、雑草取りが大変でした。 

月中 稲の分げつも進み、しっかりとした株になりました。根元の方が膨らみ始め、穂ばらみ期  

(稲の株元で幼穂が出来ること)に入ったようです。 

月末 いよいよ稲から穂が出てきて出穂(しゅっすい)が始まりました。これから約 1ヶ月間、虫や  

スズメ、台風など色々な外敵に耐えてやっと収穫できます。 

谷津田では春から居着いているヒクイナの鳴き声が聞こえます。カルガモの親子も小川が子育

ての場所になっていて、日に日に大きくなっています。カブトムシも樹液に集まってきました。 

 

＜小 山 町＞下線は報告者 

・草木の開花  

 ねむの木満開(7/1) たんぽぽ， キツネノカミソリ(7/3)，ヤマユリ(7/13) 高山 
・セミの初鳴き 

 ヒグラシ(7/9),，アブラゼミ(7/16) 高山，ミンミンゼミ(7/30)，ツクツクボウシ(7/31) たんぽぽ 
 クマゼミ 7/23 日,水辺の里で旺盛に鳴くが小山には 7/31 日現在来ていない 赤シャツ親父 
・その他の生物 

 アサギマダラ(7/20) 高山，笹の葉にヘイケボタル(7/17) たんぽぽ 
・稲の出穂開花状況 たんぽぽ 

 コシヒカリ初出穂開花(7/17),大椎小コシヒカリ(7/21),黒米(7/22),あすみ小コシヒカリ(7/26) 
 
【イベントのお知らせ】主 催：ＮＰＯ法人 ちば環境情報センター 

連絡先：小西 TEL.090-7941-7655 ,E-mail ： yatsudasukisuki@gmail.com 
＜下大和田谷津田＞        

・第 281 回 下大和田ＹＰＰ「コシヒカリの稲刈り」 

日 時：2022 年 ８月２７日（土） ９時 45 分～１４時 ※雨天などの場合は翌 28 日（日）に実施 
持ち物：長袖長ズボンの服装、長靴、軍手、帽子、ゴミ袋、飲み物、弁当、敷物 
参加費：米づくり年間参加者以外 300 円（小学生以上） 
・第 272 回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い 
日 時：2022 年 ９月 ４日（日）９時 45 分～１２時 雨天決行 
内 容：秋の花が咲き始め、赤とんぼも色付く頃です。トンボの調査をしながら谷津を巡ります 
持ち物：筆記用具、飲み物、長袖長ズボンの服装、長靴(通常の)、帽子、あれば双眼鏡、ゴミ袋、午後も活動

する方は弁当、敷物 参加費：100 円 

 
＜小山町谷津田＞ 

▼８月期 小山町 YPP「お盆休み」。８月期の小山町 YPP の活動はお休みとします。 
なお、個人的な作業につましても、小山町の習わしに従いお盆期間中(8/13～16 日)は休止とします。 

※ 小山町の谷津田にご興味のある方は、赤シャツ親父 (e-mail; tomizo_i@nifty.com)までご連絡下さい。 
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